
	セッション1：プロジェクトの立案
（60分）
研修目的
本セッション終了後、参加者に期待されること
プロジェクト選びのベストプラクティスを学ぶ。
プロジェクトの実施計画を立てる。
進捗が測定可能な目標の立て方を理解する。
セッションの概要
序
5 分
プロジェクトの選定
15 分
プロジェクトの計画
35 分
復習
5 分
関連資料

	スライド
8. タイトル
9. 研修目的
10. 補助金プロジェクトを
成功させるために
11. 地域社会のニーズ調査
12. 協同提唱者
13. プロジェクトの計画
14. 予算の作成
	15. 目標の設定
16. 目標の設定
17. 研修目的
　ワークシート
1. まとめ
2. 測定可能な目標の事例



研修リーダーの留意点
このセッションの進行に関する詳細と参加型活動の一覧は、「セッションの手引きの使い方」を参照してください。 
セミナーに先立ち、このセッションの手引きに目を通し、必要に応じて地元の法律に関する情報、地区独自の要件、地区の事例などを盛り込んでください。 

詳しい情報は「補助金管理の手引き」をご参照ください。
セッション中、参加者に「クラブの覚書（MOU）」を参照してもらい、関連するセクションについて説明してください。 

「地区の覚書（MOU）」、「クラブの覚書（MOU）」、「新地区補助金とグローバル補助金の授与と受諾の条件」、「活動する地域社会／地域社会の調査法の紹介」を参考資料として手元に用意してください。
はじめに


（5分）
スライド8を映す
タイトル
研修リーダーの留意点
参加者に対して自己紹介をし、討論の進行役としての自分の役割について説明します。
順番に話すこと、どのような意見も受け入れ尊重すること、携帯電話の使用を控えることなど、討論を効果的に行うための注意事項を伝えます。
参加者のロータリー財団に関する知識と関与の程度を知るために、「互いを知り合う」の活動でセッションを開始するとよいでしょう。
参加者にセッションのまとめを参照してもらい、メモを取るよう奨励します。
スライド9を映す
研修目的
キーポイント
本セッション終了後、参加者に期待されること 

· プロジェクト選びのベストプラクティスを学ぶ。
· プロジェクトの実施計画を立てる。
· 進捗が測定可能な目標の立て方を理解する。
ワークシート1を参照
まとめ
プロジェクトの選定


（15分）
スライド10を映す
補助金プロジェクトを成功させるために
キーポイント
本会議での講演で説明されたように、補助金プロジェクトを成果あふれるものとするには、以下が必要とされます。
· 地域社会に実在するニーズに取り組む。
· 協同提唱者や協力団体と頻繁に連絡を取り合う。
· 測定可能な目標と期待される成果を盛り込んだ実施計画を立てる。
· 補助金資金がすべて使用された後にも、プロジェクトが持続可能となるようにする。
· 補助金資金の適切な管理を実践する。
皆さんのクラブでは、今まで、どのような方法で地域社会でのニーズを
把握してきましたか。
スライド11を映す
地域社会のニーズ調査
キーポイント
地域社会が何を必要としているかを調査し、その結果に対応したプロジェクトを選ぶことで、地元の人々が賛同し、積極的に参加してくれる可能性が高まります。またその影響もより持続的で長続きするものとなります。
ニーズがわかったら、クラブと協力団体が持つリソースは何か、どのニーズに取り組むかを検討します。協同提唱者（協力団体）には、ほかのロータリー・クラブ、地区、ロータリー財団、ロータリー以外の団体などがあります。
プロジェクトの選定、計画、実施の段階を通じて、地域社会の人々にもかかわってもらいます。
地域社会のニーズ調査の実施方法については、「活動する地域社会／地域社会の調査法の紹介」をご参照ください。
これまで、ニーズ調査の実施にかかわった経験のある方はいらっしゃい
ますか。（いる場合）その内容を簡単にお話しいただけますか。
スライド12を映す
協同提唱者
これまで、このスライドに記載されている方法（あるいはその他の方法）で
協同提唱者を探したことのある方はいらっしゃいますか。 
キーポイント
ロータリー・クラブは、単独ではできないプロジェクトを実施するために協同提唱者（協力団体）とともに活動しています。
協同提唱者（協力団体）には、ほかのクラブ、地区、ロータリー財団、ロータリー以外の団体などが含まれます。 

グローバル補助金の場合、実施国側の協同提唱者と、援助国側の協同提唱者の2者が必要となります。 

· 実施国と援助国の提唱者が共に、プロジェクトの全段階（ニーズの特定、プロジェクトの計画、実施、報告）に関与することが重要です。 

· 奨学生が派遣される場合、受入側提唱者は、カウンセラーを選んだり、奨学生が受入国に溶け込めるよう助力する面で、重要な役割を果たします。
新地区補助金の場合、クラブは、同じ地区内のクラブ、または他地区や他地区内のクラブと協力できます。 

実施国と援助国の提唱者の間の連絡を密に保つことにより、双方がプロジェクトにかかわり、状況を見守ることができます。 

試験段階中は、新たな協同提唱者を探し、クラブにおけるロータリーのネットワークを広げることを検討してください。
協同提唱者（協力団体）と連絡を取る際、最も良い方法は何ですか。
キーポイント
プロジェクトについて、協同提唱者（協力団体）とどのような方法や頻度で連絡を取るかを決め、文書化する。
毎月、協同提唱者に最新情報や進捗状況を伝える。
すべての協同提唱者について、クラブ会長とプロジェクト委員会のEメールアドレスなどの情報を、全関係者が正確に把握しておくようにする。
ファックス、ウェビナー、ソーシャル・メディア、電話会議など代替の連絡手段を決めておく。
プロジェクトの計画


（35分）
スライド13を映す
プロジェクトの計画 

キーポイント
ロータリー財団の資金を利用するすべてのプロジェクトは、ロータリアンが管理するものでなければなりません。 

各補助金では、プロジェクトを管理するために、3名のロータリアンから成る委員会を設置する必要があります。
この委員会のメンバー全員が役割と責務を分担します。
3名から成る委員会に、誰を任命しようとお考えですか。
回答例
クラブのロータリー財団委員
プロジェクト管理や補助金の経験があるクラブ会員
財務の知識や経験があるクラブ会員
協同提唱者の国に関する経験を持つクラブ会員
キーポイント
資金管理と補助金プロジェクト実施の計画を立てます。
物資の購入と配布、建設、研修をはじめとする活動の詳細と予定時期を決めます。
プロジェクトに関する賠償責任を考慮し、クラブを法的に保護する手配を整え、万一の場合に備えて危機対応計画を立てておきます。
補助金の関連書類を保管するシステムを定めます（「クラブの覚書」セクション4を参照）。
スライド14を映す
予算の作成
 キーポイント
包括的な予算を作成し、この予算が現実的で、実施に必要な資金が十分にあることを確認します。
業者を選定する際には、入札プロセスによって、最も妥当な価格で高品質の物資やサービスが得られるようにします。 

業者からの見積書は、今後の参照用に、補助金関連のファイルに保管しておきます(「クラブの覚書」セクション4を参照) 

予算に関して利害の対立が生じる可能性がある場合には、クラブはこれを開示しなければなりません（「クラブの覚書」セクション1Cを参照）。
スライド15を映す
目標の設定
 キーポイント
プロジェクトの目標は、プロジェクトの影響が具体的にわかるような、測定可能なものとします。

プロジェクトの目標は、補助金がすべて使用された後も持続できる活動を目指すものとします。
量的な（数値による）目標と質的（記述的説明による）目標の両方を設定します。
スライド16を映す
目標の設定
キーポイント
まず、目標に向けた進捗を測る目安となる「基準データ」を、地域社会の調査の結果を基に特定します（例：年間1,000件の出産がある病院において、乳児死亡率が15％で、妊産婦死亡率が8％となっている、など）。
「基準データ」を基にした具体的なプロジェクト目標を設定します（例：3年以内に、乳児死亡率を8％に、妊産婦死亡率を4％に減少させる、など）
目標に向けた進捗を測る方法を決める（例：病院からの統計を基にして、年次報告書を作成する、など）。
ワークシート2を参照
測定可能な目標の事例研究
研修リーダーの留意点
この活動に15 分を割り当てます。
参加者を3～5人から成るグループに分けます。 
参加者は、事例研究とプロジェクト例を読み、それを基に別のプロジェクトを1件考え、そのプロジェクトの目標を2、3設定し、それらの目標を測定する方法を決めます。
最後の5分間、各グループが話し合った内容を発表します。
キーポイント
地域社会の調査の結果、複数のプロジェクトや活動が可能であることが判明することがよくあります。
考慮の対象となっているプロジェクトが、利用できる人材や資金に照らして実施可能かどうかは、ロータリアンが判断します。
補助金プロジェクトや補助金活動を選定する際、皆さんのクラブでは
どのような要素を考慮しますか。
回答例
所属クラブや協同提唱クラブの人材、スキル、知識。
調達可能な資金
技術的専門家やほかの団体から得られる協力
まとめ


（5分）
スライド17を映す
研修目的
キーポイント
本セッション終了後、参加者に期待されること 

· プロジェクト選びのベストプラクティスを学ぶ。
· プロジェクトの実施計画を立てる。
· 進捗が測定可能な目標の立て方を理解する。
ワークシート1を参照
まとめ
研修リーダーの留意点
研修目的を復習し、すべての主題が十分に話し合われたことを確認します。また、参加者からの質問に答えます。
「まとめ」のワークシートを使って、セッション中に学んだことと、その結果から実行しようと思う活動について、参加者に発表してもらいます。全体に向けて発表する代わりに、隣同士で話し合ってもかまいません。
セッション中、参加者に「補助金管理の手引き」の「補遺資料3：プロジェクト計画のチェックリスト」を参照し、プロジェクト計画の参考にしてもらいます。
参加者に例を述べます。
散会
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